
私の知る限りでは、ロータリーには
「できない」と「できる」との葛藤で、
「できない」が永遠の勝利を収めたことは
一度もありません。
広大なビジョン、崇高な目的は
必ず勝利を収めます。

米国、イリノイ州、シカゴ1930年RI国際大会でのメッセージ

クラブに
「個性｣と「憧れ」を！

「世界へのプレゼントになろう」
2015-16

国際ロータリー第2650地区ガバナー
中澤 忠嗣

2015-16年度
国際ロータリー会長

K. R.“ラビ”ラビンドラン

RI第2650地区スローガン
ポール・ハリス語録

日本のロータリーには
米山奨学会があります

R.I.D.2650
Oct
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国際ロータリー第 2650 地区
2015-16 年度ガバナー

中 澤  忠 嗣

　皆様もすでにご存じかと思いますが、悲
しいお知らせです。7月 14日 堀場雅夫パ
ストガバナーがご逝去されました。ご冥
福をお祈りするともに、謹んでお悔やみ
申し上げます。

　さて、本年度より、10 月は「経済と地
域社会の発展月間」に変更をされました。
また、日本のロータリーでは、「米山月間」
でもあります。
ロータリー米山記念奨学会は、将来母国
と日本との懸け橋となって国際社会で活
躍する優秀な留学生を奨学することを目
的とし、日本全国のロータリアンの寄付
金を財源として、奨学金を支給し支援す
る民間の奨学団体です。
　国内では民間最大の国際奨学事業と

なっています。これまでに支援してきた
奨学生数は、累計で 18,648 人（2015 年
7月現在）。その出身国は、世界 123 の国
と地域に及び、世界中で米山学友が活躍
しています。ご理解いただき、ご協力を
お願いいたします。
　目的によって、地域によって、クラブ
によって或いは時代によって、奉仕活動
には様々なカタチがあります。どうよう
な奉仕活動がいいのか、大いに議論をな
さっていただければ幸いです。
　その議論が、クラブ独自の「個性」と
なり、その「個性」が、人を惹きつける
ことになります。クラブがより個性に満
ちた、輝き、魅力あふれる憧れのロータ
リークラブになるはじまりになることで
しょう。

　8 月 1 日 ( 土 )2015 〜 16 年度地区財団セミナーを
立命館朱雀キャンパスにて、開催する事が出来ました。
今回のセミナーに当り、RI 元理事、ロータリー日本
財団理事長、千玄室パストガバナーの特別講話を頂け
ました。急遽決定されたものですから、ガバナー始め
私共委員会に関係する者も驚きました。格調高く凛々
しいお姿での講話、今の財団、2017 年の 100 周年を
迎える財団と未来を見据えた展望と当地区財団を思わ
れてのお話、ありがたく聞かせて頂きました。多くの
ロータリアンも感動されたと思います。
　地区財団諮問委員の宮﨑茂和パストガバナーの基調
講演をお願いしました。財団基本方針とＤＤＦ－ＷＦ
の基本的な事から一分のぶれる事なく話され、財団の
動きと実状又、変更や改正のチェック、財団の未来に

至るまで短時間に関わらず講演されました。参加会員
には財団の声として大切にお持ち帰りなり、自分のク
ラブ会員に対し伝達責任を果たされる事を祈ります。
ポリオプラス五十万ドル寄贈実績を持つ地区です。そ
んな時ポリオ根絶への取組みとしてＵＮ I ＣＥＦの平
林国彦東京事務所長が「あともう少しがいつ終わるの
か」の講演があり、財団に関係ある話で大変メンバー
には為になりました。財団学友の島田潤さんはＪＡＸ
Ａに勤務、財団奨学生としてアメリカで学ばれＪＡＸ
Ａに入られたそうです。学友として我々は身近に感
じ、若い彼の宇宙研究の今後の活躍を楽しみにするメ
ンバーも多くなった気がします。

地区ロータリー財団セミナー開催報告 　地区ロータリー財団委員長　八木　秀之
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「故堀場雅夫パストガバナーを偲んで」
ＲＩ元理事・ロータリー財団元トラスティ  国際ロータリー第 2650 地区パストガバナー、ロータリー日本財団理事長  千 玄室

　小学校からの竹馬の友　堀場雅夫君が 90 歳で逝去され
ました。悲しくて私の心は彼の想い出で一杯です。かつ
て親友であった、塚本幸一君、小谷隆一君、そして私の
実弟納屋嘉治など多くの友が先に逝き、今また堀場君を
遠く蓮台の彼方へ送ることとなったのです。
　思えば堀場君との出会いは京都師範学校付属小学校で
私が２年生の時１年生に入学した彼、お父上の堀場信吉
氏が私の父と京都ロータリークラブの友人であり、校庭
で顔を合わせその後一緒に遊んだりしました。
　彼は長じるに従い頭脳明晰、よくできた人でやがて京一
中から旧甲南高等学校〜京都大学理学部へ。私は同志社中
から同志社大学へとそれぞれの道を歩んで行きました。
　戦後、彼は学生時代からのベンチャービジネスの先駆
けとして「堀場製作所」を創設し、彼の豪放磊落な性格
によるリーダーシップを発揮、社是に「おもしろ、おか
しく」を掲げるなど、企業の本質を喝破して見事に上場
企業優良会社に育てられました。
　堀場君は私と 2 歳違いの弟納屋嘉治とも親しく私たち
は三兄弟のように色々な所で顔を合わせ、親しい交わり
をしました。
　京都ロータリークラブが市内での最初の子クラブとし
て京都南ロータリークラブを創立した時、私は父に勧め
られてチャーターメンバーとして入会。その後しばらく
して堀場君も京都クラブに入会し、ロータリークラブで

のお付き合いも始まりました。
　1975 － 76 年、私が当時の 265 地区のガバナーに推
され、京都・滋賀・奈良・福井の 1 府 3 県を巡り、また
1982 － 83 年には堀場君を推薦し、地区ガバナーとして
活躍していただきました。
　お互いにロータリーのルールに忠実に従い模範的な
ロータリアンになろうと心掛けたのです。
　堀場君はある時、当時のソビエト連邦へ出張した折、
商談が永引きモスクワではメーキャップが出来ないので
スイスまで飛んでロータリーに出席し、またモスクワへ
戻るということがあり、とても高くついたメーキャップ
やったと笑っていたこともありました。（連続 55 年出席
率 100％）
　最近はロータリーのルールも緩和されたりかつての厳
しさも薄れて「ロータリーも変わってしまった」と堀場
君と嘆き合いました。
　ロータリーの会合で私が講演などをするといつも「今
日の話も良かったで、君は何時の間にそんなロータリー
哲学を身につけたんや」と褒めてくれたり、時には議論
を交わしたことも度々でした。
　ご令息の厚さんを立派な後継者として育てられたので
ご安心なことでしょう。どうか安らかにお休みください。
にっこり笑って今頃休んでおられることでしょう。
　ご冥福をお祈りしています。

堀 場 雅 夫
パストガバナー
ご  逝  去

　堀場雅夫様（京都 RC）は、ガバナーご退任後も元気でご活躍戴いておりましたが、去る 7月 14 日
ご逝去されました。
　2650地区発展のため多大なご尽力を賜り、又今後も種々ご指導を戴けるものと思っておりました。
　誠に痛恨の極みであります。享年満 90 才でございました。
　これまでの数々のご功績に深く感謝するとともに、茲に謹んでご冥福をお祈り致します。

ロータリー関連主な役歴・他

1957年9月25日
　　　京都ロータリークラブ入会
1963～64年
　　　京都ロータリークラブ会長
1982～83年
　　　265地区ガバナー（現2650地区）

1982年 藍綬褒章受章
2006年 ピッツコン・ヘリテージ・
　　　　アワード受賞
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「ＩＭ第３組」報告

京都八幡ロータリークラブ
実行委員長　奥村 照夫

　ＩＭ第３組は地区内トップを切り残暑から初秋へと移る
８月２２日、京都ホテルオークラで午前中の「会長会議」
に引き続き午後から開催致しました。
　会員数１８８４名のうち約 70％のご登録を頂きました。
３組以外の皆様とＥクラブで３４名。その結果総登録者数
は１３４８名となりました。
これは他地区では地区大会に匹敵する規模でもあります。
　テーマは“これでいいのかロータリー”を旗印として坂
本克也パストガバナーをゼネラルリーダーに迎え基調講演
においては当初、堀場雅夫パストガバナーを予定致してお
りましたが富田謙三パストガバナーがお役目を快くお引き
受け頂きましたこと感謝申し上げます。最後までＩＭを楽
しみにされており「ロータリアンの師」でありますパスト
ガバナー堀場雅夫様のご冥福を心よりお祈り申し上げま
す。
　講演の中では刀根荘兵衛ガバナーエレクトよりＲＩの最
新情報の提供もありロータリーの動向を理解するチャンス
を得ました。パネルディスカッションでは坂本ゼネラル
リーダーにより富田パストガバナーご出席のもとＲＬＩ

（ファシリテーション手法）方式を採用して５人のパネラー
を始め会場からも種々の活発な質問や提案がされました。

ＩＭの本質であります「近隣のクラブが集まりロータリー
の情報及び教育の手段として熱意溢れる研究、討論する会
合」となり会場全体に意識の向上が確認できました。
　懇親会では和気あいあいと情報交換や談笑にて友情を深
め大いに盛り上がりました。
　このようにＩＭの良さが発揮されロータリーの両輪であ
ります「奉仕」と「親睦」が凝縮されたＩＭの１日となり
ました。この内容は後日報告書にまとめご参加のクラブ様
へお届け致しますので
多面的にご活用願えれ
ば幸いです。今回のＩ
Ｍ開催に際してご出席
を賜りましたロータリ
アンの皆々様、関係各
位の方々に感謝申し上
げます。
　次年度のホスト京都
西山ＲＣさんにエール
をお送りし報告の一端
と致します。

　IM の午前中に実施された「IM 第 3 組新会員セミナー」に
は新会員様 60 名オブザーバーとしてクラブ会長、クラブ情
報委員長が 8 名合計 68 名が参加された。（ロータリー情報委
員会・幹事会大会集会幹事　担当）

　ガバナーの点鐘、開会挨拶に始まり富田謙三担当諮問委員
（パストガバナー）からは趣旨説明を行った。
　講話は京都乙訓 RC 内藤雅夫委員（ロータリー情報委員会）
京都田辺 RC 伊庭孝明委員（同委員会）の２名が 行い、豊富

なご自身のロータリー経験からの教訓などを判りやすく説明
しロータリーの理解の一助とした。

　その後グループ毎にファシリテーション手法を用いてグ
ループディスカッションを行った。テーマは「ご自分の職業」
を中心とした。また DL（ディスカッションリーダ）はロー
タリー情報委員会、RLI 委員会が担当した。

文責：ロータリー情報委員会　委員長　髙橋　行雄

2015年 8月 22日 : 
ＩＭ第３組新会員セミナーが開催されました。

2015-16 年度　IM 第 3 組新会員セミナー
日時　2015 年 8 月 22 日（土）10：00 〜 12：45
場所　京都ホテルオークラ

コ ラ ム
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　朝夕すこし秋めいた 8 月 23 日（日曜日）、京都リーガロイヤ
ルホテルにおいて委員長を拝命しての初めての事業、2015-16
年度の第 1 回社会奉仕委員長会議を開催しました。
　中澤ガバナーは開会宣言・点鐘・ご挨拶の後インタ―アクトの
夏期研修報告会へと移動され、担当諮問委員坂本パストガバナー
には講評を頂き、閉会宣言・点鐘のガバナー代行をお務め頂きま
した。
　地区 97 クラブ中 72 クラブ 101 名の参加を頂きましたが、欠
席の 25 クラブには、地区研修に於ける社会奉仕活動の在り方の
参考事例をクラブにお持ち帰り頂けなかった事が残念でありま
す。
　また当委員会が 2014 － 15 年度における「まちづく
り基金奨励金事業」を選考し表彰（ガバナー月信 6 月号）
の事業の受賞クラブご紹介の場となりました。　　
　ロータリアンとしての奉仕の喜びに満ちた５クラブ
からの事例を下半期優秀事業と併せ発表を頂きました。
　講演は、近江八幡市で人と環境に優しく湧水で安全
に育てられた朝恋トマトの生産販売、浅小井農園株式
会社 代表取締役　松村務氏を講師に迎えました。　　
　50 代で市役所を辞め、新規就農 7 年目の今年は 6,000
万の売り上げを見込まれるとの事に『戦略的トマトに

賭ける元公務員』と題し、サブタイトルは「技術屋トマト農家の
科学的栽培と“まっとうな経営”」としました。
　売れるトマトの興味深いお話となり、出席者数人の方からの
次々の質問にも驚きました。
　地区社会奉仕委員会の役割は広義には社会奉仕の本質の理解、
質の向上でありますが、委員長会議が地区委員会からの情報提供
の場になりがちであり、それで良いのかを委員会の今後の課題と
いたします。
　第 2 回委員長会議を 2016 年 2 月 14 日（日）に予定致してい
ます。

　8 月 8 日（土）、京都ホテルオークラにて、クラブ広報委員長
会議を開催しました。
　中澤忠嗣ガバナーの挨拶では、クラブ月信やロータリーの友へ、
原稿をどんどん出してもらいたい、それにより、他クラブの活動
状況を知ることができるし、これは皆さんの主張を発表するチャ
ンスである、と述べられました。また地区広報・雑誌委員長の中
谷から、ICT の積極導入が求められている時代だからこそ、人と
人が繋がる広報を目指したいとの方針を述べました。その後、神
谷パストガバナーから RI が重視している広報のポイントや、各
クラブのインターネット活用状況のアンケー
ト結果に基づいた活動例として、大和高田
RC、京都田辺 RC、京都平安 RC から報告を
いただき、その他に、新ビジュアルアイデン
ティティなどの説明を行いました。
　地区広報ホームページ「http://rid2650-
pub.com/」は各クラブが直接に更新出来る
システムを導入しており、その活用方法の説
明を行いました。その後、毎日新聞社奈良支
局長の岩崎日出雄様から、メディア側からの
アドバイスとして、ロータリーの活動はニュー

ス価値としては、相対的に低いため、なかなか記事にはなりにく
いのが実状で、記事にするには、例えば市や警察の記者クラブを
利用する、長く付き合う記者を作る、支局長を動かすなど、人間
関係が基本となる、と話されました。
　最後に、中澤ガバナーから、広報は必要であると言われている
が、ロータリーは、平和を求めて静かに活動するものでもあり、
無理して記事に載せるものでもなく、小さくても一隅を照らすこ
とが大切である、と講評されました。

　夏休み最後の日曜日８月 30 日に、長浜にある北ビワコホテルグラツィエに
て、午前中 10:15 〜 12:00、本年度夏受入学生 11 名とホストクラブ担当委
員長、全ホストファミリー、受入学校担当教諭の出席をえて開催されました。
地区から若林智幸青少年奉仕担当副幹事のご参加をいただき、受入学生のルー
ルと注意事項、今年度から大きく変わった受入学生の保険の説明、さらに厳し
くなった提出書類の説明と、盛りだくさんで充実した研修会になりました。
　午後１:00 からは出席者が入れ替わり、帰国したばかりの昨年度派遣学生の
帰国報告会を開会しました。この報告会にはお忙しいなか、中澤忠嗣ガバナー
と北河原公敬担当諮問委員のご参加をいただきました。帰国学生８名は１年ぶ
りに再会で、大きな歓声を上げ喜び合っているのを見て、同期の結束の強さを
感じました。
　また、帰国報告では持ち時間１
人 10 分ではとても言い尽くせな
い内容で、現地の様子を苦労話を
交えながら、自信をもった自分の
言葉での堂々と素晴らしいスピー
チでした。
　毎年ながら帰国学生の大きく成
長した姿を見ることが出来る、私
たち地区委員にとっても喜びのひ
と時で、１時間近くオーバーして
の終了でした。

クラブ広報委員長会議開催報告 地区広報・雑誌委員会

第１回 社会奉仕委員長会議のご報告 地区社会奉仕委員長　北野　加代子

2015-16 年度受入学生研修会・2014-15 年度派遣学生帰国報告会 地区青少年交換委員長　柴田 正明
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　8 月 2 日〜 7 日にわたり、インターアクト夏期研修でカン
ボジアを訪問しました。昨年と同じく岩田亮子さんが関わっ
ておられる 孤児院・Hope of Children を訪れて農作業の手
伝い、建物の修理や子供達との交流を行いました。到着して
早速、男子は建物のドアの製作を行い一部の者は夕食の買い
出しに町へ行くなど作業に取り掛かりました。孤児院のスタッ
フを手伝って作った夕食はなかなかの出来栄えです。夜は子
供たちとの交流で盛り上がり楽しい時間を過ごしました。
　翌日は敷地内の畑で農作業です。雨季とはいえ今年は降雨
があまりなく田植えも行われていません。そして
野菜畑も乾燥して雑草に覆われていました。そこ
で全員で草むしりをしました。孤児院で過ごした
のは僅か一泊ですが、別れる時には共に涙ぐむ場
面もあり、子供たちとすごした時間はインターア
クター達に大きな感動を与えたようです。
　また翌日、訪問したチロッコ村の小学校ではカ
ンボジアの子供たちの勉強の様子を聞き、一緒に
遊び、子供たちの日常の実情を知る良い機会にな
りました。
　地雷の撤去現場の視察で過去のカンボジアの悲
惨な歴史を学び、また、世界遺産アンコールワッ
トでは悠久の歴史に触れ、多くのカンボジアの
人々の生活を支えるトンレサップ湖での元琵琶湖
博物館学芸員の佐藤智之さんの講義などもありカ

ンボジアについて学ぶことが多く
ありました。
　 内 容 は 盛 り だ く さ ん で バ ス の
移 動 の 時 間 が 長 く ハ ー ド な ス ケ
ジュールでしたが全員体調を崩す
ことなく研修を終えることが出来
ました。
　そして、未知の体験をしたアクター達が僅かな期間でしたが
大きく成長したことを感じた研修になりました。

　インターアクト委員会の年度最初の大きな事業である夏期
研修も無事終えることが出来ました。報告会に集まったアク
ター達は行動を共にしたことで連帯感が生まれて仲間意識で
打ち解けあっています。多少の不安をもって集まった 7 月の
結団式に比べると随分成長したように感じます。青少年は何
か一つの事を成し遂げると大きく変わることをインターアク
ト事業を通じて実感します。今年度も昨年同様カンボジアを
訪問し、僅か 4 泊 6 日の研修でしたがアクター達は得難い体
験をしたと思います。
　報告会では私たち地区委員が期待した以上に研修の意味を

理解して感動やこれからの思いを熱く語ってくれました。出
席して頂いた中澤忠嗣ガバナー、北河原公敬青少年担当諮問
委員、野田良男青少年奉仕担当副幹事、提唱クラブの委員長
の皆様にもアクター達の思いが伝わったのではないでしょう
か。インターアクト委員会の事業として提唱クラブの皆様お
よび地区ロータリアンの皆様には経費面その他多くのご協力
をいただき研修が無事終えた事をご報告すると共にお礼を申
し上げます。そして当事業が今後さらに継続し発展すること
にご協力をお願いいたします。

 「青少年との対話」
 京都西山ロータリークラブ

広報委員長　依田　純三

　2015 年 7 月 30 日、宇治太陽が丘運動公園で、少
年サッカー大会を開催、昼の休憩時間に「青少年との
対話」の時間を持った。青少年奉仕委員長から、今回
参加した青少年達へ、将来の夢等の質問をした。その
後、少年たちからはユニークな質問を受けた。サッカー
大会は仕事かボランティアか、RC は他にもあるのか、
RC の会員は、サッカーは好きなのか、他にも活動を
しているのか、等の質問を受け会長及び各担当委員長
がそれぞれお答えした。

 インターアクト夏期研修、カンボジアを訪れて 地区インターアクト委員長　伊藤 勝晤

 インターアクト夏期研修報告会 地区インターアクト委員長　伊藤 勝晤

クラブ活動報告
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第 2 6 5 0 地 区  2 0 1 5 年 7 月 会 員 数 の 増 減 お よ び 出 席 率 表

京都府（42 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 7 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
綾部 27 0 0 27 27 0 0 4 99.04 1
福知山 59 0 0 59 59 0 0 5 94.54 0
福知山西南 39 0 0 39 39 0 0 4 96.57 0
亀岡 26 1 0 27 26 1 0 4 100.00 0
亀岡中央 11 1 0 12 11 1 0 5 88.89 1
京丹後 27 2 0 29 27 2 0 5 86.77 1
京都 190 4 1 193 194 4 1 5 99.86 0
京都伏見 90 2 0 92 90 2 0 4 92.36 9
京都平安 27 0 0 27 27 0 0 3 72.67 6
京都東 93 1 1 93 93 1 1 4 99.44 0
京都東山 76 1 0 77 76 1 0 4 98.17 4
京都北東 25 1 0 26 26 1 0 5 88.46 1
京都城陽 30 0 0 30 30 0 0 4 100.00 1
京都桂川 30 0 0 30 30 0 0 4 96.43 0
京都北 68 0 0 68 68 0 0 5 89.85 0
京都南 214 2 0 216 214 2 0 5 93.97 0
京都モーニング 41 1 0 42 41 1 0 4 92.13 3
京都紫野 54 3 1 56 54 3 1 3 100.00 0
京都中 34 3 0 37 34 3 0 3 98.20 0
京都西 100 0 1 99 100 0 1 3 100.00 0
京都西山 19 0 0 19 19 0 0 4 100.00 1
京都乙訓 40 0 1 39 40 0 1 5 89.87 1
京都洛中 92 0 0 92 92 0 0 4 100.00 0
京都洛北 69 1 0 70 69 1 0 5 87.07 0
京都洛南 31 0 1 30 31 0 1 4 91.08 1
京都洛西 51 0 0 51 51 0 0 4 94.11 4
京都洛東 40 0 0 40 40 0 0 5 93.33 0
京都嵯峨野 19 0 0 19 19 0 0 5 70.53 0
京都さくら 34 0 0 34 34 0 0 4 84.85 11
京都西北 42 1 0 43 42 1 0 5 82.29 2
京都西南 46 0 0 46 46 0 0 4 98.71 5
京都紫竹 36 0 0 36 36 0 0 5 95.86 2
京都朱雀 42 0 0 42 42 0 0 4 83.17 3
京都田辺 17 1 2 16 17 1 2 4 92.65 1
京都山城 36 1 0 37 37 1 0 4 94.99 0
京都八幡 29 1 0 30 29 1 0 4 98.00 2
舞鶴 25 2 0 27 25 2 0 4 89.03 0
舞鶴東 34 5 0 39 34 5 0 5 87.71 3
宮津 35 0 0 35 35 0 0 4 91.89 0
園部 24 0 0 24 24 0 0 4 95.35 0
宇治 37 0 0 37 37 0 0 4 97.88 1
宇治鳳凰 48 1 0 49 48 1 0 5 90.00 5
小計 2107 35 8 2134 2113 35 8 4.3 92.76 69

奈良県（14 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 7 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
あすか 57 0 0 57 57 0 0 5 93.55 0
五條 34 1 0 35 34 1 0 5 88.71 1
平城京 28 0 0 28 28 0 0 5 83.51 2
生駒 23 1 0 24 24 1 0 5 88.12 1
橿原 49 0 0 49 49 0 0 4 85.71 2
奈良 134 5 1 138 134 5 1 4 93.14 4
奈良東 40 0 0 40 40 0 0 4 94.36 0
奈良西 44 0 0 44 44 0 0 5 89.00 2
奈良大宮 71 0 0 71 71 0 0 4 96.07 0
桜井 18 0 0 18 18 0 0 4 91.50 5
大和郡山 53 0 0 53 53 0 0 3 91.66 0
やまとまほろば 32 0 0 32 32 0 0 5 91.07 2
やまと西和 28 1 0 29 28 1 0 3 85.71 3
大和高田 93 3 0 96 93 3 0 4 98.91 4
小計 704 11 1 714 705 11 1 4.3 90.79 28

福井県（19 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 7 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
福井 121 0 0 121 121 0 0 5 79.30 10
福井あじさい 61 0 0 61 61 0 0 5 84.28 5
福井ﾌｪﾆｯｸｽ 52 0 0 52 52 0 0 4 84.62 8
福井東 43 2 0 45 43 2 0 3 84.24 7
福井北 104 3 0 107 104 3 0 5 67.46 8
福井南 33 1 0 34 33 1 0 4 82.50 0
福井西 33 0 0 33 33 0 0 5 97.66 3
福井水仙 20 0 0 20 20 0 0 4 80.00 3
勝山 27 1 0 28 28 1 0 4 92.86 3
丸岡 32 0 1 31 32 0 1 5 90.54 0
三国 31 1 0 32 31 1 0 5 92.45 4
大野 38 0 0 38 38 0 0 5 75.93 2
鯖江 32 0 0 32 32 0 0 4 86.90 2
鯖江北 15 0 0 15 15 0 0 5 80.00 0
武生 61 1 0 62 61 1 0 4 78.71 3
武生府中 30 0 0 30 30 0 0 5 96.42 0
敦賀 29 4 0 33 29 4 0 5 90.64 1
敦賀西 17 0 0 17 17 0 0 4 80.88 1
若狭 25 3 0 28 25 3 0 4 98.91 1
小計 804 16 1 819 805 16 1 4.5 85.49 61

滋賀県（21 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 7 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
びわ湖八幡 44 0 0 44 44 0 0 5 97.21 1
五個荘能登川 21 0 0 21 21 0 0 3 79.36 0
東近江 35 0 0 35 35 0 0 4 87.65 0
彦根 67 0 4 63 67 0 4 5 91.85 5
彦根南 66 0 1 65 66 0 1 4 88.52 0
湖南 35 4 0 39 39 4 0 4 95.61 3
草津 31 0 0 31 31 0 0 5 92.24 0
水口 37 1 0 38 37 1 0 4 100.00 0
守山 37 0 0 37 37 0 0 5 97.65 0
長浜 58 1 0 59 58 1 0 3 98.25 0
長浜東 62 0 0 62 62 0 0 5 98.60 0
長浜北 24 1 0 25 24 1 0 4 85.59 3
近江八幡 44 1 0 45 44 1 0 5 98.99 1
大津 105 1 1 105 105 1 1 4 100.00 4
大津中央 29 0 0 29 29 0 0 5 75.17 3
大津東 23 1 0 24 23 1 0 4 84.95 3
大津西 19 1 0 20 19 1 0 5 96.44 0
栗東 37 0 0 37 37 0 0 5 91.67 1
高島 41 2 0 43 43 2 0 5 100.00 2
野洲 40 0 0 40 40 0 0 5 91.75 2
八日市南 49 0 0 49 49 0 0 4 87.60 2
小計 904 13 6 911 910 13 6 4.4 92.34 30

E ｸﾗﾌﾞ（1 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 7 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
日本ロータリー
Eクラブ 2650 58 2 0 60 58 2 0 3 100.00 8

小計 58 2 0 60 58 2 0 3 100.00 8

合計（97 ｸﾗﾌﾞ）
クラブ名 前月末

会員数 入会 退会 7 月末
会員数

期首
会員数

入会
累計

退会
累計 例会数 出席率

％
女性

会員数
合計 4577 77 16 4638 4591 77 16 4.1 91.03 194

■表作成にあたって
　・会員数に、名誉会員は含まれておりません。
　・入退会者数、7月会員数および入退会者累計数は 7月末現在です。
　・「期首会員数」は、平成 27年 7月 1日入会の会員数を含みます。
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国際ロータリー第 2650 地区
2015-16 年度ガバナー　中澤 忠嗣
ガバナー事務所●
〒 600-8216 京都府京都市下京区東塩小路町 614 番地　新京都センタービル 5 階 520 号室
TEL：075-343-2650　FAX：075-343-2651　E-mail：gov2015-16@rid2650.gr.jp　

国際ロータリー第 2650 地区 2015 ～ 2016 年度　7 月　会員の動き

ご逝去会員一覧
京都 堀場　雅夫
京都西 竹本　和生
京都田辺 マイケル・コックス

7 月 退会者一覧
クラブ名 氏名
彦根南 滝　　次宏
京都田辺 小林　利次
京都洛南 前田　美希
京都乙訓 中川　公一
京都東 米田　昭正

クラブ名 氏名
京都紫野 田中偉晃 ■
大津 新子　昭夫
奈良 小川　英貢
彦根 木村　泰始
彦根 吉田　良太

クラブ名 氏名
彦根 有田　忠文
彦根 竹村　雅人
丸岡 高山　孝一

■…名誉会員へ移行

7 月 入会者一覧
クラブ名 氏　名 職業分類
三国 堤腰　孝司 石油販売
若狭 吉村　俊輝 石油販売

若狭 芝　美代子 社会福祉事業
従事者

若狭 森　　康文 電気業
勝山 中村誠一郎 教師
敦賀 前川　芳土 原子力発電
敦賀 中村　俊哉 電力供給
敦賀 坪谷　　修 印刷

敦賀 波多野和浩 非鉄金属
リサイクル

武生 上野　　等 電気事業
福井東 桑野　統臣 税理士
福井東 藤井　　孝 人材派遣
福井南 山田　耕路 建築
福井北 小林　正能 音楽振興
福井北 西村　長三 自動車販売
福井北 藤岡　絹恵 社会福祉士

近江八幡 際田　剛志 セキュリティ・
プランナー

湖南 小森　茂樹 プラスチック加工
湖南 星　　清美 衣類販売
湖南 千代　謙治 総合建設業
湖南 塚本　茂樹 造園業
高島 小畑　雅人 税理士
高島 土井　雅代 帆布製造
水口 中瀬　八郎 ゴルフ
大津 河野　幸彦 生命保険
大津西 東田　泰秀 土地家屋調査士
大津東 伊山　朋子 警備業

クラブ名 氏　名 職業分類
長浜 田中　猛士 自動車整備
長浜北 吉川　隆仁 日本瓦製造
宇治鳳凰 菊地　勝彦 左官業
亀岡 法貴　隆司 自動車販売
亀岡中央 木曽　卓宏 不動産管理
京丹後 平野　　卓 精密機械製造
京丹後 安達　康高 電気工事
京都 城川　博孝 証券会社
京都 杉本　雅士 放送
京都 川端　正樹 損害保険
京都 福永　法弘 ホテル

京都モーニング 柴田　和昌 不動産仲介
京都山城 福岡　　進 教育機関
京都紫野 安達　晴彦 通信機器販売
京都紫野 田中　幹人 建築設計
京都紫野 杦本　佳史 日本料理
京都西北 山口　洋子 広告企画

京都中 糟野　雅治 モーターサイクル
販売

京都中 谷　　淳司 税理士
京都中 藤田　勝也 自動車整備業

京都田辺 米田　康子 食生活教育
コンサルタント

京都東 森川　宏昭 保険
京都東山 寄本　　猛 総合建設業
京都南 松尾　一哉 都市開発
京都南 赤木　健一 生命保険
京都八幡 金村　義夫 リサイクル業

クラブ名 氏　名 職業分類
京都伏見 前田　和江 建築設計
京都伏見 櫻木　稔彰 総合建設業
京都北東 山本　裕之 司法書士
京都洛北 足立　賢一 税理士
舞鶴 水嶋　一明 農業
舞鶴 土井　博司 食糧品販売
舞鶴東 岩田　宗一 建築設計
舞鶴東 𠮷村　鉄守 建物解体
舞鶴東 上野　　仁 保険
舞鶴東 安積　初江 獣医
舞鶴東 中西　義博 電力供給
やまと西和 中村　吉孝 弁護士
五條 金谷　崇史 銀行業
生駒 早元　　勇 社会保険労務士
大和高田 森川　治郎 建築材料販売
大和高田 藤井　宏典 神道
大和高田 木下　庄司 米穀類卸
奈良 矢田　浩司 百貨店
奈良 大野　　昇 電話事業
奈良 箕輪　尚起 商業銀行
奈良 柳澤　育代 刃物販売
奈良 髙橋　直嗣 菓子小売

日本ロータリー
Eクラブ 2650 佐古　亮景 佛教

日本ロータリー
Eクラブ 2650 髙木　政幸

プラスチック
加工
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